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 2013 年度から私が主宰している千葉大学大学院人文社会科学研究科研究プ
ロジェクト「日本語の述語構造に関する総合的研究」が本年度をもって完結年
度を迎えることとなった。 
 本プロジェクトには、人文社会科学研究科担当教員として神戸和昭教授と岡
部（本プロジェクト責任者）が、博士後期課程の学生として張昕氏（2013 年
度のみ）、王守利氏、王慈敏氏、林旭巧氏（2014 年度から）、博士前期課程の
学生として、中山尚哉氏、鄭笛氏、小野寺美和氏が参加した。張昕氏、王慈敏
氏、林旭巧氏は現代日本語におけるモダリティについて、王守利氏は現代日本
語におけるアスペクトについて、それぞれの問題関心に基づいて研究を行っ
た。博士前期課程の学生は、自身の研究との関連の中で、日本語の述語構造に
関する知見を広げた。また、各年度、数回の研究発表会を開催し、各人の研究
内容に関する討議を行った。 
 本報告書には、このプロジェクトで中心的に活動してきた博士課程後期課程
の学生のこれまでの研究成果として、３編の研究論文を掲載している。王慈敏
「「てもいい」に関する一考察―<当為判断>の観点から―」は、現代日本語に
おける評価のモダリティ形式「てもいい」の用法を大きく「対立事態許容型」
と「並立事態許容型」に分けた上で、さらに詳細な「てもいい」の用法整理を
行うとともに、評価のモダリティと関連が深い<当為判断>と各用法との関係を
考察したものである。王守利「連体修飾節のテイタの意味について―「途切
れ」を中心に―」は、連体修飾節に現れるテイタに注目し、連体修飾節のテイ
タには「途切れ」と呼ばれる特有のアスペクト的意味が存在することを主張す
るとともに、連体修飾節のテイタが「途切れ」を表す場合の特徴を多面的な観
点から明らかにしたものである。林旭巧「ワケダに関する一考察―Ｑの既定性
を中心に―」は、説明のモダリティとされるワケダについて、これまでの先行
研究をまとめた上で、ワケダによって述べられる事態Ｑがどのような意味にお
いて「既定性」を持つのかということを、ワケダの用法ごとに検討したもので
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ある。 
 いずれの論考も、この２年間の各人のたゆまぬ努力の成果ではあるが、多く
の残された課題や問題点が存するのも、また、事実である。忌憚のないご意見
を賜れば幸いである。 
 なお、本報告書の編集にあたり、王慈敏氏の協力を得た。 
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